













会話では、さまざまな話題にっいて話され、そ してそれが話 し手、聞 き手




論の進め方を観察 しなが ら、その会話ス トラテジーについて考える。
1.1先 行研 究
 0Scollon, R. and S. W. Scollon (1995) 
(1) I suggest that we delay making our decision until after Legco 
    makes its decision. That's because I think a certain amount of 
    caution in committing to TV advertisement in necessary be-
   cause of the expense. In addition to that, most of our produc-
   tion is done in China now, and it's not really certain how the 
    government will react in the run-up to 1997. 
(2) Because most of our production is done in China now, and uh, 
   it's not really certain how the government will react in the run-
    up to 1997, and since I think a certain amount of caution in 
   committing to TV advertisement in necessary because of the 
   expense. So, I suggest that we delay making our decision until 




businesmanの話 し方 であ る。(1)では、 「決定 を遅 らせ る」 とい う提案 を
初めに話 し、次 にそ うす る理 由を付 け加えて いる(→Deductivepattern)。
つま り、 ビジネ スの場で、 自分の言 いたい ことが重要な側 面であ ると考え る
彼 らによれば、注 意を最初 に持 って くるこ うい った形を採用す ることが効果
的な話 し方 であ るとされ、主 に、西洋で受 け入れ られ る型であ る。
X (comment, main point or action suggested) 
  because of Y (background, reason)
この型は主 に西洋で好 まれるTopic-first型である。
それ に対 し(2)では、 最初にそ うす る理 由を話 して か ら、最 後 に提案 を
持 つて くるとい う話 し方 を している(→Inductivepattern)。
つ ま り、最初 に、 自分 の論 の支持 的事柄(minorpoint)を持 って きて、 そ
こか ら一 番言いた い事柄(mainpoint)を引 き出す形 であ る。
Because of Y (background, reason), 
  X (comment, main point or reaction suggested)












このよ うに論 の進 め方が、文化社会 によ り異 な るので、interculturalな
ビジネスの場面 で は、miscommunicationが起 こるとされて いる。 しか し、
彼 らも言 うよ うに、 これ らははっきりとした二分法 で はな く、 どち らの文化
に もそれぞれの形 が表 れ るので、一般 的に こうい らた傾 向があるとしている。
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また、 このdiscoursepatternの違 いは、導入 の仕方 の型 に差 があ るので
はな く、場面、会話 者の役割等 の文化 的違 い によ る もの で、"Face"の概 念
に も深 く関 わ ってお り、 互いの推論 の違 いのため にmiscommunicationに
っなが るとされ る。
1.2研究 の 目的
本論 では、 日本語討論番組での論の進 め方 を観察 し、話題導入の ス トラテ
ジーにっいてScollon,R.andS.W.Scollon(1995)のい うDeductive/
Inductivepatternが実際 にどのよ うに対話 に表 れているかを考 え る。 明快
な論 の展開 が求 め られ る討論 にお いて、 日本語で は彼 らの言 うア ジア型 のみ
が見 られるのか、 あるいは、Deductiveな論 の進 め方 が 見 られ るの か、 と
い うことを観察 す る。
2.方法
2.1デ ータ
本論 で使 用す るデー タは次 のよ うな ものである。
・テ レビ朝 日 「徹底討論/今 こど もたちが変 だ。」(1999.12.放送)
(約40分)






Transcription Convention * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 
 [ ] : the onset and the end of a spate of overlapping talk 
--- : pause
土井 香乙里121
= : latching between utterances 
<  >> : backchannel 
V : place where backchannel is signalled in receiver's utterance 
—> : specific parts  discussed 


























このCの 発話で は、m言 いたい ことを最後 に もって きて いる。 つ ま り、
Sco110nR.andS.W.Sco110nのい うところのTopic-delayのかたちをとっ
ている。初 めに、 自分 の若 い頃の体験 を話 し、 その ことか ら自分 の一番話 し
たいこと、っ ま りmainpointにっなげてい るといえ る。
[例2]

















本 当にそ うだ と思 うんですね。
例 えば、 ナイ フを使 うってい うのは危 ない ことだ って、
ナイ フはみんな こう 一一一
使 っち ゃい けない ってす ぐ言 っち ゃう。
だけ ど僕 たちの子 供 の時代 ってい うの は、
森 の中でナイ フを使 い、
そ してそのナイ フの危な さを …
体 中 こう 一一年中傷 をつ けて てね、
身を もって知 ったわ けですね。
これ、母親 たちが、…
禁止 しちゃった と僕 は思 うんですね。
こうや って、昭和20年 代 にね、
あの … どっかの山 の上 のその 一… 一
貯水池 に、子供が落 っこちま してね、
で、一一それを 一一一
国 の管理責任 ってい う裁判 があ ったん です よ。
その ころか ら管理責任 って ことが
やた らと言 われるよ うにな りだ したんです よ。
管理責任 って ことのなかで、
どんどんどんどん子 供を親 が …
そ うい うその … 現場 か ら遠 ざける。
で、 その … 当時 ほ ら…
戦後 の民主主義 が はい って きて、
民主主義 って言 うの は
権利 と義 務 ってい う両輪で進んでい くものだ けど も、
それ まで義務義 務 って言われていた けど、
いきな り権利が認 あ られたか らみんな権利 にとびっいち ゃって
123





　　　 このポイントがね … 子供をおか しくしちゃった
　　　一番の犯罪の一一一お … 地点だという気がしますけどね。
この例でも同様に、Kが 、前発話者の発話に関連 していることを言 い、 さ
らに、前置 き的なこと(背景 となっている事柄)を 言いながら、一番に言い
たいポイン トを最後にもってきている。っまり、Topic-delay型の論 の進め
















この例では、先2っ の例とは反対に、先 に自分の言 いたいことを言い、 そ




　T:何 か 日本 の社会 の、
　　　メンタ リテ ィーの とこで思 うんですが、
　　 何 か一緒 で、一一
　　　その～、 「護送船 団」 って言葉 が、 しょっち ゅう、
　　　その、経済 や、一一政治、 の社会で言われ ます けど も一一
　　 常 に、や っぱ り一緒で あるということの安全性、…
　　　この ことがですね、
　　　日本の社会 きわ めて息苦 しくしてい るんですね。
　　 教員 もそ うだ し、生徒 さん もそ うだ し、
　　　お母様方の 一一タイプ も結構 そ うで、
　　　ど うか って言 うと、
　　　「なん とかなのよね～。」 とか 「そう思 いません?」 とか、
　　　常 に、 こう、同意 を求 めていて ですね、
　　　自分 だけ、 自分 の足 で立 って、
　　　私 は違 っていた ってか まわない。 と。
　　　DNAが 違 うんですか ら。違 って当た り前 なん です よ。
　　　違 うか ら、 自分 もいい し、人 も立派 なはず なんですか ら。
この例 で も同様 に、最初 に言 いた い論 点を持 って くることで、明快 さをあ ら
わ し、 さ らに説 明的 に付 け加 えて いる。








　　 地方のその… いわゆる教育委員の人が 一一一
　　 かなんかっていうのは、たとえば





　　 地方ローカルエ リー トコースっっうのがあるんですよ。
　　 でその一一一C育委員たちにへばりっいた

















この日本語討論 による対話 デー タ内で、2種 類 の(cf.Scollon,R.andS.








本 デー タか らいえ ることは、 全体 としては、言 いたい ことを後 に もって くる
topic-delay型(Asiantype)の方 がやや多 か った ことで あ る。 しか しなが
ら、 それだ け見 られ るので はな く、 最初 に論 点 を持 って くる方法 、 っ ま り
Inductivepatternと、 あとのほうに注意を ひきつ ける形 で あ るDeductive
patternの両方 を使用 しなが ら論 を進めて いることがわか った。 この ことか
ら、 日本語 の討論場面で は、Topic-first/Topic-delay型両方 を織 り交ぜ な
が ら論 の展 開に メ リハ リをつ けてい るので はないか と思 われ る。っ ま り、 ど
ち らかの形 だけの話 の進 め方 ではな く、両方 の型 を使 い分 けなが ら、論を進
め ることに よって効 果的 な話 の展 開がで きるのではないか と思われた。
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また、Topic-first型/Topic-delay型は、言語 に よ って あ る程 度 の傾 向
はあ るか もしれないが、 どち らか といえば、場面 によ って異 なる ものであ る
し、個人 の特徴 によ るものの方 が大 きいのではないか と思 われる。例 えば、
司会者であ るCは 、そ の立場 により明確 な論 の展 開が求 め られて い る結果
で あるといえ る し、 また、M(都 立大学の教授で こういった問題の専門家)
もTopic-first型が多 か ったが、 その職業上 の特質 が反映 され た結 果 といえ
るのではないか と思 う。
本論で は、 日本語討論番組 によ る対話 での論点 の導入 の仕方 にっ いて見 て
きた。 日本人 は一般 的 にTopic-delay型(Asian型)であると言われ るが、
討論で は、 ある程度Topic-firstのス トラテ ジー も使 用す ることが分 か った。
さ らに、今後必要 な こととして、 さ らにデー ターを多 く観察 し、英語討論
での対話を見 て、論 の導入 の仕方 に日本語 ・英語間 で類似点 ・相違点 がある
かを考 える とともに、interculturalな場面、 日本語 会話(日 本 語話 者 と非
日本語話者)、英語 会話(英 語話者 と非英語話者)で 論 点 の導入 の違 いで ど
ういったmiscommunicationが起 こるかを考 えてみたい。
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